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エアーバッグ装備車に対する取り付け注意事項

□
※お取り付けをする方、車両を運行される方は必ずお読みください。

エアーバッグ装備車のステアリングホイール交換作業は手順 方法を誤ると作業中や
予期せぬ時にエアーバッグが作動し 大変危険です.車両メーカーの整備解説■に従い
作業してください.下記注意●頂は参考として 良くお読みになってから雀業を行つて
ください.又 いかなる場合でもエアーパッグ作慟による身体の損傷や、エアーバック
本体を含む物品の破授の賠償等は当社では責任を負い茉ねますのでご了承ください。

警告ランプが点■ 点減している場合 プリテンショナーシー |ベル ト 助手席のSRS
は,動 しません.

C商品の仕様
エアーバック対応の蜃記け ステアリングにエアーバックが装備さ|・ ている車両でも スポーツステ
アリングに交換できるという意味て 純エステアリングを外してしまいますので ステアリングSRS
機1日本無く|.り ます.こ■意ください.

OSRS(エアー′ヽック)警告lTについて
電気式エアーバックま ニアーバックを外すとこれを検知してメーターパネ,国こある警告灯lJ 点灯
点減するようにtuつてしヽます。電気エニアーバッグ月の本製品でき これを消灯させる為のダミー八―
ネスを付属しておりますが 一部の車両て個体きにより

'肖

灯出来ない 消灯出来てもしばらくして点
灯 点滅してしまう場合がありま●.タ ミーハーネスは S tt S彗告ランプの消灯を完全に保証してお
りません。こ了承くださしヽ.

警告ランプの点灯 点減が気になる万■ 電tF又 ま配線を取りヽしてください.
SRSの省告′]が消灯していl・ ぎ 理論上SPSこ関連する装置 (その他のSRSプ リテンショナーシー
トベル■,ま●動するはすですが 弊4てほ作罰を俣証しておりません.

途■で午業を中断しても ]回点灼したSttS警首ランフき消えない場合もありますので

その場合には ■動亘販売デイーラー (以下言ロ デイーラー)tT診断コンピューターで
SnS警告ランプを,≒ して下さい
ディーラーでの消灯作美や診断にま 料金力■|かる場合があります.お客様でこ負担く
ださOL

O任意保険について
エアーナリ グ姜情車は,意保険加入時に白■ll的に害|]l輸が適用されています.ステアリングホイー
ル交換時にま必,=洟会社に連絡し 契約内容の見直しを行つてください.方が一 契約内容の見直
しが●JされI● し|ままの1大態ですと 任意夕険の適用を受けらllな t洒れがありますので こ注意くだ
さしヽ

④エアーバックの取り外しと保管 取扱しヽこついて
エアーバックを取リタ|す時よ 必す車両メーカーの幸備解説書に従つて 正確な取り外し方法で行つ
てください.基本Jiに作業ま バッテリーの 十ヽ一)端子を外して 'O分以上経過してから作業を,っ
てくださしヽ (機械動乍式の場合はパッテリー端子を,ヽしても 適切網 又り外しを行わないと危険です.)

国
団

取り外し方法 ま必ず雫備解説書に従つてください.又 こ不明な点はデイーラー又は整
備工場にお問合せくださ0).ブ ッヽテ J―端子を●lす事によリラジオ 時.t等のメモリー
が,|えてしまいます。■業終了後にまこれらのメモリーを再設定してください.

整備解説言に従い取扱いを行つてください.取扱いを誤ると援発の危険があります。衝
撃を与えたり 電気を流さないでくださしヽ (テスター等も含む)内部にま毒性の物質が
使用されてしヽる事があります 保管 破美する場合は整備角7説書を参照又はデイーラー
にお尋ね下さい.

0純正ステアリングホイールに戻す時
必すディーラーでF業を

=つ
てください デイーラー以外で元に戻す作業を行いますと 作動チエッ

ク等の検査が出来ません 540004



電気式SRS取付注意事項
l  エア′`ックを取り外し 下記作業を,えば事告灯を消灯させることが出来ま丸
但し 助手席エアバック搭載車の一部で工しい取付にも係わらず点灯してしまう車両かございます ご了承く
ださ0ヽ

2  エアバックを再搭載される揚合は必すディーラーで行つてください.
3  エア′`ックを取り外したことにより任意自動車

=険
料が変わります.

4  取り外し作業は手順を誤‐●とエアバンクが作動し大変危険です
専門店 又はディーラーにお任せ下さい お客さまご自身によ/● F業で事故が発生した場合 髯社では責任を
負えません ご了承下さい

l● 業 手 順
l  前綸を直進状遷にしてから バッテツー端子を外して5分以上放置する。
2  純正ステアリングホイールの事又は側面にあるネジを外す
3  エアパックモジュール (41")を 取り除く,こ のとき接続されているコネクターを抜く.
4  ステアリングに接続されている各コネクターを抜く。
5  センターナットを緩めてステアリングを外す

(ス テアリング ブーラーを用いる事をお動めします )
6  ボスの トップマーク (▲ )を真上にしてステアツングシャフトに差しおむ.
このとき クロックスプリング (又はスパイラスケーブル)は祗正ステアリングを外した状態から 絶tlに回転
させないこと

7  エアバックに接続されていた0ネクターに付属のフューズ付ジャンパー線を差し込み (FII無 し)抜けないよ
うにコー ドに沿わせてテープ等で固定する。 (注 )

二段式エアバックの場合には2セ ットとも これを,う
3  ホーン配線 もしくはオー トタルーズ配線ともにボス付属の′ヽ―ネスを言銃し 側面からコー ド穴を通してボ
ス内4に ,き込鶴
9  エア′`ック配線はボスの周りに巻き付けテープ類で固定する
lo ボスヵ′ヽ―をかぶ[る .下部がクロックスプリンク凸部に当たつてしまう場合は 力′`―を変形させるか カ
ッター等で干渉部分を切り取る

11 ステアリングホイールを取付け センターナットを締める。 トルクは30N m(3kgf m)
12 ホーンの配線を接続してホーンボタンを装着する.

※ 図は代表的な形状になっておりまヽ
ぉ韓 よっては形状や位置等が異なる場合があ ,ま丸
ご注意下さい

SRSモジュール中央に
直接さされている

スパイラルタープル      ´´´

ヒューズヽきジャレク`―線 裏面のフタを

'か
ないと

外れないタイプもあります

※許可無く複製 転載を禁す
200501′ 25

※フュースヽ ジャンパー線は 接触不良が無いように確■に固定してください。また 折り曲げは 1口までにしてく
ださい。それ以上繰り返しますと 薇新してしまいま

'.必要であればビニーカテープ等を用いてください 接触不良がありますとSRS警告灯が点灯又は点滅します
※処理のヽわったSRSエアパックコネクター及びフユー ●ジャンパー線は′ヽンドルボスの中に,き

^れ
なくても

結格です。ボスのまわりのボスカバー内側に巻くように収納し 具首がでないようにテープ等で固定してください

※お車の電流特ltに より I鵞に配線されていても警任灯が点灯 (点渤  してしまう● .‐がございます.こ の揚合
ディーラー等で診断器を力ヽ すないと消lTできない事があります.ご了承下さい。

製造元 :株式会社ワークスベル O● 66793761



保険手続きのご案内

この度は黎社製品をお買い上げいただき

まして 議にありがとうございます.
本製品をご使用されますと、お車に適用

されている任意保険の料率が変更となり

ます。右図の記入

"に
従って、点線より

下の用紙に必要事項を記入し、ご契約さ

れている保険会llに FAXま たは郵送で
通知してください。

この変更を怠りますと事故の魔、保険金

が支払われない可能Itがあります.ご注
意ください。

日付を■入 0 四 0年 1 , lu

野沢凛腱林え仝社 ●●● 契詢している岬 社名を記入

0■ 当オ   袂‐ 時 を,入

保険契約変更手続きの依頼
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■  名 ボス 太郎

“

  名 ｀  ス′`ル レ″シー
東●5∞ べ 1234

撻 編 先 03-■10-1411
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御 中

保険契約変更手続きの依頼

毎度お世話様になっております.

現在ご契約している自動車任意保険ですが 車両に関して変更力'あ りました
のでご通知議します.

つきましては保険料ヽの算定変更康います.

氏  名

事  名

ナンバー

連 絡 先

証券番号

変 更 内 容

運転席 助手席
SRSエアバツク搭載車両

運転席のSRSエ アバックを
取り外しました。




